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北村千代治小伝
―海を渡った考古学者―

はじめに

　2011年の3.11東日本大震災で建物に大きな被害

を受け、建て替えることとなり、自宅にある考古資

料の処分に困り、文化財として活用できるのであれ

ば、博物館に寄贈したい旨の相談を受けた。こうし

て、ここに紹介する北村千代治氏の長男仁氏の妻

優氏から2015年にご寄贈いただいた貴重な資料は、

学史上ほとんど知られていない故北村千代治氏収集

によるものであり、ほぼ空白のまま残される戦前・

戦中・戦後まもなくの考古学の歩みに一筋の光をあ

てるものであった。限られた資料ながら、北村千代

治氏の小伝としてその事跡をたどる。

　なお、第Ⅳ章第１節は大出尚子氏の筆によるもの

であり、表２の「満洲国」時代の年譜は氏が主とな

りまとめたものであることを付記しておく。

Ⅰ　アメリカ渡航まで

（１）北村家

　千代治が生まれた北村家は、加
か

美
み

郡鳴
なる

瀬
せ

村の旧家

で、檀那寺の大
だいしょうじ

祥寺過去帳に記録が残っているとい

う。それによると、遠祖は天正年中下
しもにいだ

新田城主葛
くず

岡
おか

監
けん

物
もつ

の武将であった内
うち

出
で

道
みち

満
みつ

に始まり、道満は1588

（天正16）年の伊達大崎合戦で戦死し、その子孫は伊

藤氏を名乗り、北村氏はその分家筋とされる。初代

北村家は1713（正徳３）年10月２日没の骨霜監銭信

士、以下７代続き、８代五右衛門が同じく元禄年間

に苗字帯刀を許された安藤家から入婿し、千代冶の

父周治が９代北村家の長男として誕生した。

　千代治には２人の兄、１人の姉、１人の弟がお

り、長男が家督を継いでいる。

　

（２）東京まで

　北村千代治は1890（明治23）年10月５日に鳴瀬

村下新田に北村周治・とわの三男として生まれた。

後年、進駐軍に提出したPersonal　History（履歴

書）の写し（図37-9）が残っており、以下、それに

従う。1910（明治43）年に古川中学校卒業後、東京

正
せいそく

則英語学校（神田錦町/仙台出身の斎藤秀三郎開

校）高等科に進んだ。1916（大正５）年に千代治は

American Penman Branch School（アメリカ書家

学校分校）から修了証を授与された。その中には６

年間の修業と記されており、東京正則英語学校は

American Penman Schoolの提携校とみられる。

　この年の９月15日にはCalifornia州Riverside市

在住のMorikawa氏に手紙を送っており、移民の具

体的な準備に入ったものと考えられる。

　北村は翌1911（明治44）年３月６日、就学目的（for 

study）でアメリカに渡航し、サンフランシスコ港

に立った。

相　原　淳　一（東北歴史博物館）

大　出　尚　子（学習院大学客員研究員）
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Ⅱ　アメリカ時代

（１）カリフォルニアにて

　日本からのカリフォルニア移民は1887（明治20）

年に始まり、過酷な労働条件ながら、夢や職を求め

多くの日本人が移民となって渡った。勤勉な日本人

はやがて彼らの職を奪い、日本街をはじめとする閉

鎖的な日系社会を作るようになると、日本人は差別

的な扱いを受けるようになった。1894（明治27）年

には日本人移民は「自由な白人」に相当しないとし、

市民権取得は不承認とする決定を裁判所が下してい

る。1900（明治33）年には各種労働組合による大規

模排日デモ、1905（明治38）年にはアジア人排斥同

盟がサンフランシスコで結成されている。

　一方、1906（明治39）年４月18日にはアメリカ自

然災害史に残るサンフランシスコ大地震があり、地

震とその後の火災で当時のサンフランシスコ市民約

40万人のうち、半数以上の22万５千人が家を失っ

たとされ、北村が渡米する1911（明治44）年頃のロ

サンゼルスはちょうど復興景気に沸いていた。1915

（大正４）年には、Panama-Pacific Exposition（パナ

マ太平洋万国博覧会）が開催され、その復興を世界

に誇示した（伊藤真実子2007）。

　北村はLos Angeles Business Collegeに入学する傍

ら、当時のハガキをみると、I hope you will success 

on your business this year 1913．とあり、business

にも精を出していたことがわかる（図37-6）。具体的

な仕事の中身は不明であるが、ロサンゼルス市内を

転々としながら、学

業に仕事に励んで

いた。彼を支えて

いたのは、日本人

移民たちで、ハガ

キ に はM.Kimura、

T.Miura、R.Endo

と記され、何人も

の日本人にたどり

着く。R.Endoは会

期中1900万人もが

訪れたと言われる

World's Panama-Pacific Exposition in Sanfrancisco

記念スタンプが押されたハガキ（図37-7）を千代治

に送っている。

　北村は1916（大正５）年６月12日にLos Angeles 

Business Collegeを卒業する。同17日にはButler's 

glove（執事の手袋）の特許（資料37-1）が出願されて

おり、こうしたbusinessに関わる書類作成を学んだ

ものと見られる。７月１日にはJapanese　American　

Farmers' Asociation（日加農業組合）に就職し、

secretary（事務）として勤務した。10月16日には

American Penman Branch School（アメリカ書家学

校分校）から修了証が授与されている。1917（大正６）

年１月には『英語世界』２月号に「アーム・ムーヴメン

ト」（北村千代治1917）の一文を寄せている（図37-3）。

　1916（大正７）年には結婚のため、日本に一時帰

国する。当時、「写真花嫁」という制度１）があり、渡

航費用と手間を省くために、１枚の写真だけをたよ

りに２万人以上の女性が海を渡ったとされている。

千代治はこうした制度にはよらず、結婚のために帰

郷し、３月６日には中目博記氏夫妻の媒酌により、

守屋ちよと結婚（図２）した。３月11日まで郷里に

滞在し、17日には天洋丸で再び日本を後にした。

図１　北村千代治（1915.2.5. 24歳）

結婚を知らせるPost Card

図2　北村千代治・ちよ（1917年３月６日撮影　26歳）
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　1919年９月には、北村は日加農業組合を辞め、

American Realty Co.　（アメリカ不動産社）に転職

している。アメリカは第１次世界大戦後、戦勝国と

して黄金時代にはいり、大量生産と大量消費、モー

タリゼーションが一気に加速した。北村はこうした

未曾有の好景気のなかで転職を果たした。北村が自

動車に乗る姿の写真（図３）はこの頃のものだった

と思われる。実際の仕事は、現地不動産事務所の

Interpreter（通訳）と記されており、日本人移民の

土地取引に関わるものだったとみられる。

　ところが、1920年にはこれまで抜け穴だらけだっ

たカリフォルニア州外国人土地法が大幅に改正さ

れ、10月には北村の不動産事務所も閉鎖に追い込

ま れ た（closed October 1920 on account of Alien 

Land Law）。以後、日本に帰国するまで、青果卸の

仕事をしている。北村がのちに、カリフォルニアの

オレンジ農場で働いていたという家族の伝えは、こ

の苦難の時代を指しているものであろう。1921年

７月にはカリフォルニア州ターロックの果樹園から

白人自警団が日本人を貨車に積み込み強制追放す

る事件が起きた。

1922年にアメリカ

最高裁は日本人へ

の市民権授与の禁

止は合法とする判

断を下し、1924年

にはアメリカ議会

が民法改正を可決

し、日本からの移

民は事実上全面禁

止となり、日本人

に対する風当たり

はますます強いものとなっていった。

　北村は1924年12月、青果卸の仕事もやめ、翌25

（大正14）年３月８日に、長男仁の小学校入学に合

せ２）、日本へと帰国する。

Ⅲ　東北帝國大學時代

（１）カリフォルニアから帰って

　1925年に日本に帰国した北村は、仙台で商売を

始めた。その時の名刺（図38-1）が残っており、「米

国インスタントフリザア株式会社　東洋総代理店　

米独商会主　仮事務所　仙台市北五番丁194」と記

されている。インスタントフリザアとは冷蔵庫の

ことで、日本では1923（大正12）年に三井物産がア

メリカGE社から輸入したものが最初で、1930（昭

和５）年に芝
しばうら

浦製作所が国産第１号を開発したとさ

れ、それまで冷蔵庫は米国製品の輸入業者によって

まかなわれていた。当時の冷蔵庫の価格は小さな

家一軒分といわれるほどの高額商品で、購入者は

上流階級や高級レストラン、醸造所などとごく限

られたものであった。名刺の裏面には「American 

Realty Company 304 Wholesale Terminal Bldg. Los 

Angels」と記されており、アメリカ不動産社とも何

らかのつながりを保っていたことがうかがわれる。

　このころの手紙の類では、冷蔵庫未着の詫
わ

び状

（Stover Signal Engineering社）やミネラル・ウォー

ターの納品書（Piggly Wiggly社）等があり、冷蔵庫

だけではなく、ミネラル・ウォーター等の関連商

品の販売にも力を注いでいた。1926（昭和１）年11

月21日の顧客帳簿（図38-2）を見る限り、商売は順

調だったようである。自宅を兼ねた総代理店建設に

当たっての費用も残されており、Carpenter（大工）

4274.80円、Real　Estate（不動産）7106.25円、内

装ほか総計12430.59円の仙台では初めてというア

メリカ風の瀟
しょうしゃ

洒な洋館を構えた。こうした商売は成

功を収め、北村は仙台商工界のなかでもひとかどの

人物として頭角を表していくことになった。

　1929（昭和４）年11月１日からは仙台高等工業学

校同窓会事務局から雇用（Appointed Secretary of 

the Alumni Club of Sendai Technical College）され

図3　自動車の北村千代治（1920年代？撮影）

図4　帰国（1925年）
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た。就職の経緯は不明であるが、採用が同窓会事務

局であり、北村と同じように海外移民となった卒業

生や現地日本人会との連絡調整が主な仕事だったも

のと思われる。英訳に関わる仕事（図38-4）も担っ

ていたようである。

（２）東北帝國大學時代

　北村の履歴書には「two years after, served in the 

Institute of Geology and Palaeontology of Tohoku 

Imperial University and also studied Archaeology,」

（２年後に東北帝國大学地質学古生物学に勤務し、

考古学を学んだ）とある。具体的に何月から大學に

勤務するようになったのかは不明である。「昭和の

初年になると、新たに標本を維持管理する形ができ

て北村千代治、…石工手には木村毅三郎、…という

常時三名構成となり、…」（東北大学百年史編集委

員会2005）とあり、教室の研究活動を支える技官、

事務系職員として勤務した。

　当初、東北帝國大學地質学古生物学教室で行っ

ていた標本の維持管理が主な仕事だったらしく、

手書きの資料カード（図38-5左）が残されている。

英習字師範を取得した北村らしい流麗な筆致で、

「No.8454 Atrypa reticularis var. richthofeni　Loc.

支那四川省保寧府昭化縣三磊堤ノ南」と記されてい

る。書き損じるか、何かしたものらしく、資料（化

石）・実際のカードは東北大学総合学術博物館に残

されている。後に女性タイピストが正式に雇用され

るが、タイピングのみならず英文点検等の補助的業

務までを担っていたらしく（図38-5右）、家族の伝

えでは本多光太郎東北帝國大学総長（1931－1940）

の英文まで手がけたという。

　北村が東北帝國大學地質学古生物学教室に勤務し

出した1930（昭和５）年には、教室から松本彦七郎

教授のまとまった報告が出版されている。６月28

日に『東北帝國大學理學部地質学古生物学教室邦文

報告　第８号　陸前国桃生郡小野村川
かわくだ

下り響
ひびきかいづか

介塚調

査報告附図』・『東北帝國大學理學部地質学古生物学

教室邦文報告　第９号　陸前国登米郡南方村青
あお

島
しま

介
かい

塚
づか

調査報告　陸前国名取郡及磐城国亘理郡の石

器時代後期及至前後遺蹟　陸前平野区域の古墳』が

刊行されている。さらに、松本がこれまで収集し

た自然遺物をまとめた『The Science Reports of the 

Tôhoku Imperial University. Ⅱnd Ser. （Geology）』

Vol.ⅩⅢが出版されている。北村がこれらの仕事に

関わったのか、否かは定かではないが、北村自身の

履歴書には「also studied Archaeology」と記されて

おり、松本彦七郎から直接、考古学を学んだものと

みられる。松本は1933（昭和８）年休職、35（昭和

10）年には退職（松本子良2003）し、松本の休職以

後は、後に副手となる鹿
しか

間
ま

時夫３）が古生物学分野、

北村千代治が考古学分野を事実上、引き継いだもの

とみられる。

（３）北村千代冶コレクションから

①宮城県高松貝塚

　宮城県桃生郡小野村（東松島市）高松に所在する。

松本彦七郎が1922（大正11）年春に発掘調査し、北

村が就職した1930（昭和５）年に刊行された報告書

附図収録の川下り響貝塚のちょうど川向かいに位置

している。調査はこのころと思われ、遺物カード

には、「小野村高松堤防南人骨発掘附近（八
や

幡
わた

一郎

氏？）」とあり、東京帝國大学八幡一郎氏？が人骨図５　北村千代治（1936年2月22日撮影　45歳）
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を発掘した地点付近の調査（図６）で、松本彦七郎

が北村を随伴して行った資料のようである。C地点

とD地点に分けて資料収集されているが、A・B地

点については不明である。

　C地点出土の図6-1は繊維土器で、当時の最古の

土器（山
やまのうちすがお

内清男1929）である。以後、1931（昭和６）

年から1933（昭和８）年にかけて、山内清男が小規

模ながら毎年発掘調査している（相原淳一2015）。

②福島県新地貝塚

　福島県小川町新
しん

地
ち

貝塚が、学界に報告されたのは

早く1890（明治23）年で、若林勝
かつくに

邦によって東京人

類学会雑誌に掲載されたのが始めである（若林勝邦

1890）。1924（大正13）年には福島県が史蹟調査事

業として、東京帝國大学人類学教室の八幡一郎、松

村瞭
あきら

、山内清男が発掘調査を行っている（山内清男

1924・1964）。調査の帰途、東北帝國大学の松本彦

七郎のもとを訪れている。

　1932年４月28日・５月28日の二度、貝塚に足を

運び、土
ど

錘
すい

２点を採集している（図７）。

③三陸地方

　1933（昭和８）年３月３日には昭和三陸津波が起

き、地理学教室の田
た

中
なか

舘
だて

秀三あるいはその薫陶を受

けた山口彌
や

一
いち

郎
ろう

（山口彌一郎1943）をはじめ、地質

学古生物学教室も現地調査に入っており（伊藤大介

2014）、そうした折の調査に伴うものと思われるが、

詳細は不明である。

　資料は松本彦七郎

退職後の1937（昭和

12）年のものである。

北村の回想（北村千

代治1944）によると、

「当時鹿間先生の指導」を受け、遺跡発掘の毎に魚骨

や鳥骨の重要性を痛感したとしており、鹿間時夫と

ともに行った調査の可能性もあろう。

Ａ．女
め

神
がみ

洞穴

　松本彦七郎が1922年７月に哺乳類遺骨調査のた

めに岩手県師範学校の鳥羽源蔵の案内により、気仙

郡上
かみ

有
あり

住
す

村（住田町）蛇
じゃおうどう

王洞洞窟を訪れ、縄文時代

屈葬人骨を調査（松本彦七郎1927）している。松本

の調査は内務省史跡考査員の柴田常
じょうえ

恵の注目する

ところとなり、遺跡指定候補地選定のため1923年

８月24日には蛇王洞洞窟、26日には矢
や

作
はぎ

村（陸前

高田市）女神洞窟、29日には日
ひ

頃
ころ

市
いち

村（大船市）関

谷洞窟の調査に訪れている。1925年８月21日には、

東京帝國大学小金井良
よしきよ

精・八幡一郎、東北帝國大学

長谷部言
ことんど

人、大山　柏
かしわ

・廣瀬啓介、小田島禄
ろくろう

郎らが

訪れ、測量と発掘調査を行っている。

　1937（昭和３）年の調査は記録には残されておら

ず、不詳である。朱書きのほかに、万年筆書きの

「矢作村　御神1937」のラベルが一枚残されている。

石器６点が採集されている（図８）。

Ｂ．蛸
たこ

ノ
の

浦
うら

貝塚

　岩手県気仙郡赤崎村（大船渡市）に所在する。

1924（大正13）年夏には、岩手県史跡調査員小田島

禄郎が内務省考査員柴田常恵を史跡名勝天然記念物

保存法に基づく史跡指定をめざして案内している。

図６　高松貝塚資料

5 高松堤防北D　6 C　7 C　8（地点不明）
1高松堤防南C　2 C　3 C　4 C

0                                      3cm

図７　新地貝塚資料

図８　女神洞窟資料

0                                  3cm
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1934（昭和９）年には史跡指定を受けている（岩手

県教育委員会1998）。

　1937（昭和３）年の調査は記録には残されておら

ず、不詳である。蛸ノ浦貝塚については石器とガラ

ス乾板・版下が残されている。印刷物として出版さ

れた可能性もあるものの、出版先は不明である。

　北村らの資料をみる限り、いずれも破片資料であ

り、踏査による採集資料とみられる（図９・図10）。

Ｃ．下
しも

船
ふな

渡
と

貝塚

　岩手県気仙郡赤崎村（大船渡市）に所在する。蛸

ノ浦貝塚と同じく、1924（大正13）年夏には、小田

島禄郎が柴田常恵を案内している。1934（昭和９）

年には史跡指定を受けている。

　1937（昭和３）年の調査は記録には残されていな

い。下船渡貝塚についてもガラス乾板・版下が残さ

れいる（図11）。

④樺
から

太
ふと

鈴
すず

谷
や

貝塚

　石器に朱墨で「鈴谷1937」とあり、付札には「樺

太鈴谷貝塚　鹿間時夫氏ヨリ」とあり、鹿間時夫か

ら譲り受けた資料であることがわかる（図12）。

　樺太の考古学的な調査は東北帝國大學法文学部の

伊東信雄が1933・34（昭和８・９）年に行った調査

が著名であり、鈴谷貝塚は樺太を代表する貝塚（伊

東信雄1935）として知られていた。

北村作成の版下写真図版のとおり

図10　蛸ノ浦貝塚土器

北村作成の版下写真図版のとおり

図11　下船渡貝塚土器

図９　蛸ノ浦貝塚石器

0                                            3cm
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図12　樺太鈴谷貝塚石器
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③加美郡鳴瀬村下新田下
しもじゅく

宿遺跡

　北村千代治が発掘調査を行い、報告している唯一

の遺跡である（北村千代冶1938）。

　1938（昭和13）年５月29日に鳴瀬町長から耕地整

理中に土器が出土したという報告がはいり、「自ら

現場を掘り左記掲載土器を発掘せり。」

　「現場は下宿輪
わ

谷
だに

下
した

旧鳴瀬川北沿岸村社の西方約

500米、鳴瀬村字四日市場と下新田境にして、堤防

より船渡場（昭和十三年五月建設道路）へ向って約

百米南方左側抱
ほうがん

含面積一ヘクトアール」と記してい

るが、現在北村が記した地名は残っておらず、かろ

うじて残されている「輪谷」の地名とかつて村社だっ

た宇
う

岐
き

須
す

神社、下新田と四日市場の大字境との位置

関係から図13の丸印付近が遺跡の位置と考えられ

る。北西側の自然堤防上には元
もとじゅく

宿遺跡（宮城県遺跡

番号：28013）が広がっている。

　北村は次に「沖積層の分層」、「出土土器」につい

て述べ、「記載土器を各A、B、C、D分層中に抱包

するは土器の進歩発達を示すものと思考せらるるの

みならず、各年代的に出土せるはもっとも珍しく研

究上貴重なるものと思はる。」と結んでいる。出土

土器の特徴を述べ、その違いを分層成果に基づく新

旧関係に根拠を求める方法論は、まさしく松本彦七

郎が里浜貝塚（松本彦七郎1919b・c）や宝ヶ峯遺跡

（松本彦七郎1919a）で実践した「分層的発掘」にほ

かならない。

　なお、この論文は東北帝國大學地質学古生物学教

室から後に斎藤報恩会博物館学芸員になった野村七
しち

平
へい

の紹介によって掲載されている。

⑤宮城県大木囲貝塚　　　　　　　　　　　

　宮城郡七ヶ浜村（七ヶ浜町）東
とう

宮
ぐう

浜
はま

大
だい

木
ぎ

に所在

する。朱墨で「多賀城村　代木貝塚」となってい

るもののほかに、単に「大木」と記されているも

のとがあり、何度か足を運んでいる可能性もある。

土器には「代木　21.9.13」の記載が入っており、

1921.9.13あるいは1913.9.21の可能性が当初考え

られた。1913年も21年も北村はカリフォルニアに

おり、異なる。昭和21年９月13日と昭和13年９月

21日では、21年９月は北村が満洲から引き揚げて

一月しか経過しておらず、この時期に発掘調査をし

たとは考えられず、可能性が最も高いのが昭和13

年９月21日である。

　大木囲貝塚調査を最初に行ったのは1917（大正

６）年６月の松本彦七郎が最初である。松本はこの

年の４月に岩手県獺
うそざわ

澤貝塚の調査を行い、続いてこ

の大木囲貝塚の調査を行っている。こうした調査成

果に基づいて、縄文時代を三期（第１期：大木式、

第２期：獺澤式、第３期：宮戸式）に区分している（松

本彦七郎1919a）。松本はこの中で「土器の全体を総

合的に見た上での個々の遺跡又は遺跡の個々の層位

に就ての型式である。古生物学的層位学的の時代別

又は型式別と思って戴きたい。」と、これまでの型

式概念とは方法的に異なることを述べ、やがてこの

方法論は山内清男へと引き継がれ、現代考古学の

0                           300m

図13　下新田下宿遺跡の位置
国土地理院地図から作製

図14　下新田下宿遺跡出土遺物（北村1938）より

図15　下新田下宿遺跡断面（北村1938）より
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基盤を形成するに至る記念碑的調査となっている。

1927（昭和２）年７月には山内清男が大木囲貝塚A

地点の発掘調査を行い、1929（昭和４）年まで断続

的に調査を行っている。このほか、1918年に長谷

部言人（長谷部言人1919）、1925年に淸野謙次（淸

野謙二1925）、1928年には北村とも親交のあった村
す

主
ぐり

岩
いわ

吉
きち

４）の調査が行われている（村主岩吉1928）。

　北村の行った調査（図16）では、縄文前期末葉大

木６式・中期初頭大木７a式の土器、及び石
せきぞく

鏃ほか

石器類11点、骨角器１点が得られている。　

⑥宮城県里浜貝塚

　1939（昭和14）年８月26日の河北新報に発掘調査

の記事が掲載されている（図17）。それによると、

調査は８月８日～ 17日まで、斎藤報恩会博物館の

野村、村主氏等は東北大理学部地質古生物学教室の

北村、曾
そ

根
ね

氏等の協力を得て、…松島湾宮戸島の大

規模な発掘調査を行ひ、地質学上ならびに考古学上

全国学界に貢献する多大の収穫をあげ、その発掘物

全部をこの斎藤報恩会博物館に運搬整理にとりか

かった。」とあり、発掘調査主体は斎藤報恩会博物

館、調査担当が野村七平・村主岩吉、調査協力が東

北帝國大學理学部地質学古生物学教室北村千代治・

曾根　廣
ひろし

であることが分かる。調査資料はすべて斎

藤報恩会に運ばれており、北村のもとに残されたの

は若干の資料のみである（図19・20）。

　今回の寄贈資料中には、1938（昭和13）年８月10

日から1939（昭和14）年11月19日に至る野帳をは

じめとする当時の記録類も一部含まれていた。宮戸

島貝塚に関しては、地図とSummary草稿、野帳に

は調査地点（図27-2）が記されていた。

　　The stone age Site at Island of Miyato, 

Rikuzen. 

　　The Shell-mounds of the dwelling sites 

discovered under the shell layer of the mounds 

of Sato Hama by           J.C.Kitamura, under the 

direction by Dr.Nomura,Saito HoonKai Museum.

Summary

　　The Shell mounds of Sato-hama and its　

nearby mounds are situated at the Island of　

Miyato,Rikuzen, where is located the North-East 

0　　　                     3cm

0　　　　　　　　　　6cm

図16　大木囲貝塚出土遺物

図17　里浜貝塚発掘調査記事
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of Matsushima Bay（38°　 20′　 ）, would rather say 

Miyato peninsula of of Matsushima at the present 

time. One of the mounds lies edges of the cliff, the 

North-East of Sato hama where stands 10meters 

above the sea-level and the height of shell mound 

5meters from the foot. （Pl.    ）

　　The area of the mounds is about 1 acre or 

more, its shape is oblongated along cliff, where 

had been sea coast and the greater parts of the 

mound is now cultivated, and that those exposed 

shells is in safe on favour of Institution of the 

Palaeontology, Tohoku Imp,U.

　　Other shell mounds is situated at about 400 

meters distance, S.E of Sato-hama, lie on south 

side of the D.P. 10-25 meter hill side and its area 

is about 7218 square meter, oblonged shape. In 

1912,Excavation was made first 〔 by    　 〕and 

investigated. On the contrary, the later mounds 

none had taken investigation might had been down 

by some manure but no record. 

　　In this ,  On August ,  1939 Dr. Nomura,       

Saitou Hoon Kai , the leader of the parties 

excavated and found remains, and wonderful 

stencils of our forefathers, etc. in the shell layers 

and a fire place in beach sands layer that is 

covered the weathered cliff which is of Miocene 

Tuff. at Satohama, at Kazakoshi ＆ Dai spots found 

out countless fragments of pots, antler, 4 bone, 

stone implements in the shell layers.

陸前宮戸島における石器時代遺跡

　集落遺跡の貝塚は斎藤報恩会博物館の野村七平博

士の指示のもと、　　　　　北村千代治によって里

浜貝塚の貝層下から発見された。

〔要旨〕

　里浜貝塚とその近接する小丘は陸前宮戸島に位置

している。宮戸島は松島湾北西部（北緯38°20′）に

あり、現在ではむしろ松島湾における宮戸半島と呼

んだ方がいいかもしれない。小丘のひとつが崖際

にあり、里浜の北東部は海水準10m以上に立地し、

貝塚の高度は現在地から比高５mである（Pl. 　）。

　貝塚の範囲は約１エーカー以上あり、その形状は

崖に沿って長くなり、かつては海浜だったし、貝塚

のより大きな部分が現在耕作され、露出した貝が散

らばっているが、最も厚く堆積する貝層部分は東北

帝國大学古生物学教室が有益な調査を行っている。

　別地点の貝塚が約400m離れて、里浜南西地点、

D.P. の南側、10－25ｍ丘陵側にある。その範囲は

約7,218㎡、細長い形状をしている。

　1912年に、発掘調査は〔　　　によって〕はじめ

て行われ、調査研究された。それに反して、後者の

貝塚の調査研究は全く行われておらず、肥料にされ

図18　里浜貝塚発掘調査Summary草稿
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たようであり、記録は残されていない。

　1939年８月、現今、斎藤報恩会の調査隊指導者、

野村博士の指示により発掘し、遺構と貝層及び海砂

層中の炉の中からは祖先の素晴らしい遺物他を発見

した。それは中新世凝灰岩からなる風化した崖
がいすい

錐堆

積物によって覆われていた。里浜貝塚、風
かざこし

越地点・

台地点で、貝層中から数え切れない土器片、角製、

骨製（４点）、石製道具を発見した。

　北村資料には里浜あるいは里と注記されたものと

風越（里浜貝塚風越地点）と注記されたものがある。

　図19-1は、風越地点出土の長さ60mm、幅21mm

の歯
し

牙
が

穿
せん

孔
こう

垂飾品（ツキノワグマ上
じょうがく

顎右犬歯）であ

る。４・６・９は風越地点出土の石器である。図

20-2は里浜貝塚出土の長さ124mm、幅17mmの鉤

先である。10は里浜出土の燕形銛頭である。

　図21は出土地不明の鹿角製

角偶である。残存長26mm、残

存幅20mm、厚さ６mmである。

明瞭な顔面表現が施されてい

る。背面は粗面となっている。

⑦宮城県南小泉遺跡

　遺跡は仙台市郊外の七
しちごう

郷村（現在仙台市若林区）

南小泉に所在する。遠見塚古墳の隣接地で、1929（昭

和４）年ごろから松本源吉の注目するところとな

り、畑の深掘りの際に出土する遺物が収集されてい

た（松本源吉1939）。逓
ていしん

信省が速達郵便物の航空輸

送を図るため、1932（昭和７）年12月に飛行場建設

を開始し、33（昭和８）年３月には竣工した。その

後も東北の拠点空港として整備拡張工事が行われる

ことになり、39（昭和14）年からは、松本源吉が立

入許可証を取得して遺物の採集に努め（石黒伸一朗

2006）、５月11日には東北帝國大學国史研究室に連

絡を入れている（図25-1）。新聞記事によれば、法

文学部奥羽史料調査室で発掘調査を行うことになっ

た旨が記載されている。遺物が大量に出土すること

から、斎藤報恩会博物館でも注目するところとな

り、６月10日には同館片倉信
のぶみつ

光・野村七平・村主

岩吉らと面談し、以後斎藤報恩会博物館の調査は２

1:風越　2:大木　3:台ノ下　4:風越　6:風越　９：風越　10:賀美石木幡医院

図19　北村収集骨角器（１）ほか

2:里浜　5:カワ森　6:大木　10:里浜

図20　北村収集骨角器（２）

0                            2cm

図21　角偶

0                                  1,000m

遠見塚古墳

0                                  1,000m

仙台飛行場

図22　仙台飛行場（南小泉遺跡）

①1933（昭和８）年修正図　大日本帝国陸地測量部

②1946（昭和21）年修正図　地理測量所
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年間ほど続いたと見られている（石黒伸一朗2006）。

その報告は村主によって1943（昭和18）年行われて

いる（村主岩吉1943）。また、植物遺体については

同年東北帝国大學地質学古生物学教室出身の奥津春
はる

生
お

によって報告されている（奥津春生1943）５）。両

報告ともに、北村に対して謝辞が述べられており、

北村の元に残された資料は、伊東信雄ら法文学部奥

羽史料調査室とは別に、斎藤報恩会－東北帝國大學

地質学古生物学教室が関与した調査によるものとみ

られる。ただし、1939（昭和14）年に行われた斎藤

報恩会が調査主体の里浜貝塚の調査同様、教室によ

る正規の調査ではなく、個人の立場による調査協力

という形をとったようである。

　北村のもとに残された調査平面図（１:1,000）（工

事主任伊藤蔵六氏から）には10ｍメッシュの調査グ

リッドが組まれ、グリッド内小丸印が鉛筆で記入さ

れており、遺構あるいは遺物の出土地点を記した分

布図（図23）と見られる。一箇所だけ鉛筆書きで伊

図23　仙台飛行場調査平面図
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藤氏と記されており、これは同じころ調査をしていた伊東信雄の伊東

の誤記であろう。また、今回寄贈された資料の中には調査日誌が記さ

れた野帳があり、図28に一部収録した。清書され、英語で説明の付

された土層断面図も一枚発見されている（図24）。図の作成箇所につ

いては平面図に記されてはおらず、不明である。奥津自身が「植物遺

体発掘地点での遺物包含地層の累積状態ならびに遺物、遺体の算出状

態は、北村千代治氏により詳細に調査されている」（奥津春生1943）

と高く評価しているとおり、土層と遺構、植物遺体が克明に記されて

いる。遺構（溝？）の堆積層と見られる箇所には、下部に材と粗粒砂、

その上位に葉とウリの種実混じりの微粒砂と記されている。奥津の調

査所見でも「マクワウリ」が検出されており、北村の高い問題意識が

うかがわれる。南小泉遺跡収集資料（図26）は北村コレクションの中

でも大半をしめるものである。遺物には「仙飛」「仙ヒ」「霞目」「カ

スミ目」等と注記が行われているものがあり、そのほとんどはこの時

期に採集されたものと考えられる。ただし、調査年月日については記

載がなく、北村の場合、後述するように戦後進駐軍顧問兼通訳とし

て、軍人考古学者のMacCord６）と行動をともにしており、戦後に収

集したものも含まれている可能性も否定できず、収集時期については

特定できない。

　北村コレクションの考古系資料は、北村宅２階自室の壁付けの棚

に収納されていた。完形ないしは完形に近いものは棚に直接置かれ、

破片資料は標本箱と思われる小木箱に大半は納められていた（表４）。
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１　河北新報
1939（昭和14）年5月28日

２　北村採集資料（北村撮影）

３　河北新報1940（昭和15）年3月3日

図25　仙台飛行場から遺物の出土を伝える新聞記事
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図26　北村収集南小泉遺跡
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１　橋本囲貝塚（1937.8.28）

２　里浜貝塚調査日誌（1938.8.22）

５　岩手県資料調査（1939.10.1・2）

３　実測図（里浜貝塚・獺沢貝塚）

６　是川中居遺跡調査（1939.10.3）

４　南方村青島貝塚（1939.8.26）

７　亀ヶ岡遺跡調査（1939.10.5）

図27　北村千代治調査ノート（１）
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１　南小泉遺跡遠景（1939.6.7）

３　南小泉遺跡断面図

６　愛宕山横穴墓調査（1939ころ）

Some of tuse are perhaps even subsequent to 
the Wado period. 和同？

４　南小泉遺跡土壙（1939.10.8） ５　南小泉遺跡土壙（1939.10.23）

７　馬放島貝塚（1938.11.13）

２　南小泉遺跡断面図原図

図28　北村千代治調査ノート（２）
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ていた。そして開館当初から、副館長の藤山一雄が

民俗展示場の建設を企画・推進したが、未完成のま

ま1945年８月の「満洲国」終焉とともに新京本館は

消滅した 。

　新京本館の学芸官には、遠藤隆次（地質・古生物

学）・野田光雄（地質・地理学）や鹿間時夫（地質・

古生物学）といった東北帝國大学関係者がいた。こ

の「仙台コネクション」 を通じて、東北帝國大学地

質学教室に勤務していた北村に白羽の矢が立ち、「満

洲国」へ招聘されたものと考えられる。

　北村が就任した事務官は、「国立中央博物館官制」 

第２条によると、該館に１人だけ置かれた薦任官

（日本の奏任官に相当）の官吏であり、第５条で「事

務官ハ館長ノ命ヲ承ケ事務ヲ掌ル」とされた。実際

の活動は、事務打ち合わせのため奉天分館へ度々出

張し、 1941年３月20日～４月19日には、斎藤報恩

博物館・函館住民民俗博物館・北大附属博物館視察

のため仙台・岩手・函館・札幌へ出張し、 1942年

11月14日～ 21日には高句麗遺跡視察のため輯安へ

も出張している 。1943年に総務科長に就任８）して

からは資料収集や日本への資料貸与を担っていた 。

　そして、北村による唯一の寄稿文が、 1944年４

月刊行の『国立中央博物館時報』第22号、 32・40頁

に掲載された「鳥骨と飛行機」と題する記事である。

ここでは、東北帝國大学地質学古生物学教室時代に

考古学方面へ興味を持ったこと、鹿間時夫の指導を

受け50を過ぎて鳥骨研究を始めたことなどを回顧

したあと、「鳥骨が古代人の食料・気候等を知るよ

すがとも思ふたのでありますが、飛ぶと云ふことに

総力を挙ぐべき時、翼から航空機を考案されしこと

なども考へ、一応鳥骨によりある方面を研究するの

も無駄ではない様な気がするので、一筆を労し具体

的に相異を発表し航空界への何等かの示唆ともなれ

ば幸甚と存ずる」と、自らの研究の意義について言

及した。

　1944年11月に「満洲国」国立中央博物館を離れた

後、同年12月に「満洲国」文教部の官吏となった。

　1945年８月18日、皇帝溥
ふ

儀
ぎ

が退位し「満洲国」は

崩壊した。その後北村は、遼寧省南西部に位置する

コロ島から、引揚船「髙榮丸」で浦賀港へ上陸した。

1946年８月18日のことであった。

（２）北村千代治の収集資料

　北村は自らの考古学に対する関わりを1944年の

回想（北村千代冶1944）のなかで「道楽」と卑下し、

さらに「然るに急に渡満致しましたので道楽は中止

せざるを得ないようになりました。」と記している。

北村の大学での仕事を考えるのであれば、考古学は

あくまで道楽と位置づけるしかなかったのであろ

う。「満洲国」国立中央博物館にも、考古学担当に

は三宅宗
むねよし

悦９）以下の学芸官がおり（大出尚子2012）、

北村は考古学を封印するしかなかった。

　今回の寄贈資料の中には、満洲で収集したとみら

れる資料もわずかながら含まれていた。いずれも人

から譲り受けるか、現地調査の折にたまたま採集し

たような資料である。

　図30-1・2は名刺ケースに一緒に収められていた。

図29　「満洲国」国立中央博物館時代の北村千代治（1941年ころ）

1

3

4

0                         5cm

2

図30　北村の「満洲国」国立中央博物館時代の収集資料
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１は小型の磨製石
せき

斧
ふ

で付札には「満洲国間島省延吉

縣龍井町郊外（西北方四キロ）馬鞍山麓ヨリ発掘ノ

モノ　昭和十二年六月ノ俄　於白頭山麓安圖縣□　

□□□□□□□□□□□」と記されている。昭和12

年は北村は日本におり、人から譲り受けたもののよ

うである。付札の１・２行目と３行目以降では記載

が異なり、４行目部分で破られており、判読できな

い。２は軟質の石製品で、管状に穿孔が施されてい

る。付札には「安圖縣三人坊附近ノ畑中ヨリ掘出シ

タルモノ龍山（城跡）付近　□女眞時代即チ金時代

ノモノナラン」と記されている。１の磨製石斧の３

行目以下の文を白紙に清書し直したもののようであ

る。３は小型の紡
ぼうすいしゃ

錘車で底面に朱墨で「間島省延吉

縣龍井馬鞍山」と記されており、１と同じく馬鞍山

出土のものである。４は青銅製品断片で付札に「赤

峰古墳出土　康徳九年十二月二十九日□裝」とある。

康徳九年は1942年であり、北村の京城出張時の採

集品のようである。

（３）北村千代治の斎藤報恩会資料調査

　北村は1941（昭和16）年３月20日～４月19日に斎

藤報恩博物館・函館住民民俗博物館・北大附属博物

館へ長期の資料調査に出かけている。この時、撮影

したとみられる南洋関係資料写真のベタ焼きが今回

ご寄贈いただいた資料中に含まれていた（図31・32）。

　図31-1写真中、左奥の石貨には「仙台市東三番丁

斎藤報恩会」の墨書が見える。当時、日本の委任統

治下にあったミクロネシア・ヤップ島収集資料であ

る。東北帝國大學生物学教室の畑井新
しん

喜
き

司
し

が南洋熱

帯植物研究の折に収集した資料で斎藤報恩会に寄贈

されている。畑井は1925（大正14）年６月には学術

研究総務部長に就任し、1931（昭和６）年には館長に

就任し、1940（昭和15）年５月に館長兼学術研究総

務部長を辞している（蛯名賢造1995）。北村が資料調

査に出かけた折には、すでに退任しており、誰を訪

ねて行ったのかは定かではない。図31-8・24に写る

人物が資料担当職員のようであるが、不明である。

　図31-1の石貨は斎藤報恩会自然史博物館閉館に

あたり、2014年に国立民族学博物館に寄贈されて

いる。

　斎藤報恩会博物館は1945（昭和20）年７月10日の

仙台空襲により、展示中の標本類はじめ約30万点

といわれた収蔵資料のうち約３分の２と図書の大半

を焼損したとされており（齋藤報恩会2009）、一部

の化石や疎開資料は残ったようであるが、北村が撮

影した南洋関係資料はその後の行方はたどることが

できず、この時失われたようである。

（４）葉書・手紙からたどる北村千代治

　北村は多忙な中でも、こどもたちへの近況報告は

出張先などで絵葉書を購入し、こまめに行ってい

た。1942（昭和17）年11月19日の輯安（現　集安）

の壁画古墳の見学では、末の娘京子に当日の感動

をホテルでしたため、平壌から送っている（図38-

6）。この平壌府立博物館記念スタンプを押した絵葉

書は京子のほかに、仁（仙台市第二十二部隊石山隊

「は」）・禮（東京市豊島区雑司ヶ谷）に送ったものが

現存している。兄たちには後日の発送となってお

り、仙台の実家で暮らす京子への父親としての愛情

が察せられる。

　図38-7には、1943（康徳10）年５月８日に東京の

次男禮からの手紙が遅く届いたことに、二度目の検

閲のためでしょうとし、内容が当たり障りのない教

育のことのみの内容だから嬉しいとしている。お互

いの健康を気遣うばかりの文面の裏側には、当時の

検閲制度が大きく横たわっている（小林英夫・張志

強2006）。

　図39は、1945（康徳12）年８月８日に長男仁へ送っ

た手紙である。満洲帝國政府の便
びんせん

箋の表裏にびっし

りと文が書き連ねられている。大きく崩れた文字に

は、千代治の身辺に迫るただならぬ気配が漂ってい

る。封筒は残されていない。

①ステーションホテル　北村千代治→宮城県仙台市

北五番丁一九四　北村京子殿（消印　昭和17年

11月19日・平壌府山手町）（図38-6）

　「輯安の古墳の壁画は実に驚くべきものである主

として蛇の紋様かいづれにせよ蛇と鳥が主なもんで

元色赤青黄黒茶褐が実に明瞭になってゐる。三本足

の烏などは餘程珍重されたものであったらしく大変

勉強になった。帝室博物館の秋山課長と同伴で見学
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図31　北村千代治の資料調査（１）（斎藤報恩会博物館旧蔵南洋資料　1941年撮影）
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図32　北村千代治の資料調査（２）（斎藤報恩会博物館旧蔵南洋資料　1941年撮影）
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した。十一月十八日夜」　

（裏）　絵葉書（「鼈甲製龍佩写真）　昭和17年11月

18日　平壌府立博物館記念スタンプ押印

②奉天市義光街三段　国立中央博物館奉天分館　北

村千代治→東京市豊島区雑司ヶ谷三ノ三七　谷口

徳エ殿方　北村禮殿（消印　康徳10年５月８日・

奉天中央）（図38-7）

　「四月二七日附の手紙拝見。何時も元気でやって

ゐる由嬉しく又将来を期待してゐます。昨日奉天分

館にやって来ました。明日帰ります。満洲も深緑の

候となりましたよ。さぞ僕が帰る頃五月末なども深

緑でせうね。帰国の道程は直行ではないのですよ。

京城→福岡→大阪→神戸との仕事をして仙台に向ふ

のですから一寸目下の処予定はつきません。その都

度御知らせ致しませう。では元気で待って下さい。

　五月八日旅行先より　此のハガキは採って置きな

さいよ。」

（裏）　絵葉書（「瑤臺艶雪図　清代　惲壽平（南田）

筆　国立博物館蔵　六ノ二」写真）　

③新京市　北村千代治→仁（封筒なし）（図39）

　「仁へ　何んと多忙さには反って体が丈夫になっ

た様な気がすることでせうな。写真を見ると肉つき

が何とも足らぬ様に見えるよ。もっと魚でも野菜物

でも採ってくれ。過日の新聞で川
かわたび

渡辺が洪水らしい

ことがあったが恐らく下新田付近もと心配してゐま

す。何しろ新京もおれが来京以来初めての雨の多い

こと。私の畑など三度も水を被ふってな。然し今日

に立派に回復したよ。勿
もちろん

論川の辺りを耕作したのだ

からさ。禮からも此の頃手紙ないと心配してゐた

処、母から一昨昨日は（二十三日付）、宏からは（七

月二十五日付）昨日次々と来た。又本日禮から書留

が来たよ。金五十円信の小遣として手渡して呉れと

のこと、信は太原も山の中に入ってゐるのだから為

替は面倒なのです。何うせ九月中旬には、おれのと

ころに戻って来るのだから、ソレまで保管する。

　信としては私の友人に若
も

しもの時には求めに応

ずる様御願い申してありますから。マより七月の

二〇〇円送った（電送）受け取ったとの通君の手紙が

今日尚来ないが一体受け取ったのか何だか。若しも

のことがあれば遅くなるを調べるのに面倒ですから、

受けた時は必ず知らせて貰
もら

い度
た

い。送金して後まで

心配するのはいやですから、呉
くれぐれ

々も注意して下さい。

　昨日までは暑いので毎日八十八九度以上でした

が、九十度以上でした（室内）ところが本日は七十五

度位となり、何んと変わったものです。恐らくこれ

から本当の秋の気候に入るのでないかしら。或は三

寒四温の原則かもしれないが。何れにせよ温度が高

い程農作物は上々さ。近頃歯が痛み出たことも気候

の変化の然
しか

らし出
いづ

るものです。夜中まで八十八度位

であったので単
ひと

衣
え

だけで寝込んだ為めでもある。然
しか

し本日の様に冷しくなれば先づ歯もうづくまい。

　禮の元山へも見舞行き度いと思ふてはゐるが仕事

の都合で何うなるものかと心配してゐます。

　京子より送付して貰った禮の夏の姿等の写真届き

ましたことを七月十七日に御返事を差し上げました

よ（五枚）。又写真の批評もして手紙を上げた筈
はず

で

す。時々手紙が前後する様ですね。詮
せんかた

方ないでせ

う。勝ち抜く為には真黒になって働くさ。大根も

少々早く播
ま

いたのでトウが立ったのもあるよ。素人

には仲々面白い芸でもある。

　本朝は奉公日として詔書奉安日なので五時に起き

アパート全員草取りでした。私は地
じ

均
なら

しをしたので

少しつかれました。女は除草、男は地均とは私の案

でしたが仲
なかなか

々地均しに賛成者が少なかったよ。毎日

の自炊で多忙さ。ソレに防空。処
ところ

が本式となった。

新聞にあった通り、鞍山、本渓湖、大連の三ヶ所で

す。二度も三度もやって来るがロクなこと出
で

来
き

ない

とのことです。然
しか

し、後は必ず本式に南洋島の様な

下
へ

手
た

でせうから注意と準備が大事です。例
たと

へ仙台で

も油断は禁物。では健康でよ。

京子も。

八月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　父

　北村は1944年12月１日に国立中央博物館から

離れ、文教部事務官に異動になっている、日本は

1945年６月には沖縄戦も敗れ、７月には「満洲国」

でも当時「根こそぎ動員」と言われた召集がかかり、

「満洲国」内のすべての官庁・特殊会社に勤める日

本人は老若を問わずほとんど召集の対象となり、政

府の機能はほぼすべて停止したと言われている（池
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宮城澄子1997）。北村のこの文面をみる限り、北村

はこうした召集からは漏れ、日々の畑仕事と防空訓

練をするほかなかったようである。

　新京市では８月８日の日中に空襲警報が鳴り響い

た（池宮城澄子1997）。北村文面の「処が本式となっ

た。」はこのことを指しているものと思われる。こ

の日の夜から未明にかけて、ソ連軍の空爆が新京市

を襲い、ソ連軍の侵攻が始まった。８月８日以降の

北村の動静は残されておらず不明である10）が、北

村は引揚船「高榮丸」で翌年の８月18日に浦賀港に

上陸（図38-9）している。満洲からの引揚の様子は、

北村の博物館時代の同僚鹿間時夫が北村に宛てた手

紙の中にも綴られている（図33）。

　「日本人は計１万280名、そのうち七割は私の手

で救ってやりました。人生五十年、こんな大量の人

助けは稀
まれ

な事です。金をもってくる奴からふんだく

り、あはれな乞食にくれてやる義賊のまねも、医者

もやりました。毎日、私の姿を見て泣かぬ女はゐま

せんでした。老幼男女、病人、妊産婦、どれ程助け

たか判りません。日本に帰りたさで歩いてくる同胞

のあはれな姿は真に血涙をしぼるものです。熱血漢

の馬鹿な私は情熱をもやして不眠不休働き続けまし

た。一生のうち、最も華々しい一時でした。圧迫、

迫害の波の中でさまよへる小羊の同胞教育の勇士

だったと思っています。色んな事がありましたが、

図33　鹿間時夫書簡（1946年12月ころ）

とても筆にかききれません。一生のうち又と得がた

い経験でした。どんな立派な文学でも映画でもとて

もあんなものは与へてくれませんでした。九月廿二

日に日本行を決行、千数百名の輸送指揮官となり、

略奪の道中を歩いて、丗九度をこし、仁川に出まし

た。三八をこしアメリカ管内に入った時は全く気抜

けのように肩の荷が一きに降りました。命がけの脱

出でしたから、開城まで当時私の名はひびゐていた

らしく、三八を越した田舎で見知らぬ連絡員が鹿間

君鹿間君とよんで来、酒をのませてくれました。河

原に寝ころび、本当にうれしう御在りました。仁川

十月十日出帆、佐世保にてコレラ発生、十一月二日

上陸、名古屋経由、当地に来ました。

　名古屋の家は奇蹟的に助かりましたが、家は五軒

に分けて人にかし、うち一軒に妹夫婦が住んでゐま

す。私の家族も家財も皆、当地信州の山の中にあ

り、皆で百姓してゐます。みんな無事で、よろこん

でゐます。子供も大きくなりました。生きて再び子

に再会し、偏
ひとえ

に神の御
おんちょう

寵と感謝してゐます。京都の

家は強制疎開でなくなり、福井に疎開した母と義姉

は罹
り

災
さい

しました。兄も丗日に帰国復員し戦犯ともな

らず、母と京都で暮らしてゐます。」

Ⅴ　宮城民事部経済課顧問兼通訳時代

　８月９日に浦賀港に着いた北村は仙台の自宅に

戻った。仙台も前年７月10日に激しい空襲を受け

ているが、幸い北村の自宅のある北五番丁周辺は免

れている。北村は早速、就職活動に取りかかり、10

月23日に進駐軍に提出した履歴書の写しが残され

ていた（図37-9）。以後、約５年間、宮城民事部経

済課顧問兼通訳として働くことになる。

　進駐軍には米陸軍少佐のHoward A. MacCord, Sr．

がおり、活動をともにしている。MacCordは陸軍

建設部所属で、三沢基地の飛行場拡張工事では、日

本人数人を雇い発掘調査を行い、その研究成果はア

メリカの学術雑誌に報告している。MacCordの考

古学的な調査は北海道から千葉県の東日本全域に及

んでおり、宮城県内では釜ヶ崎洞窟11）・大木囲貝塚・

里浜貝塚・清水岩陰・宮野横穴墓12）の調査成果を
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発表している（MacCord1956）。北村とMacCordの

関係を示す資料が図35である。２点の石器に付さ

れた書面には米国の未知の同好の士へ渡して欲しい

旨が記されている。書面の右上にMaj MacCordと

鉛筆書きがなされており、北村がMacCordに渡し

損なった資料のようである。MacCordと北村が丸

森町清水遺跡で小発掘調査を行っているのも間違い

ない（志間泰治・相原淳一2016）。MacCordと北村は、

空爆によって大きな被害を受けた仙台飛行場の改修

工事13）あるいは斎藤報恩会博物館の「アメリカCIE

図書館」への改装工事14）にも関わっていた可能性が

あるものの、その事跡は残されていない。

Ⅵ　その後

　1949（昭和24）年、北村が進駐軍の仕事を退いて

からも、考古学への関心は尽きることはなく、人か

ら資料を譲り受けたり、新聞の切り抜き（表３）は

その後も続けることとなった。特に新聞記事の切り

抜きは、北村の関心の推移を知る上でも、興味深

い。岩宿や葛
くず

生
う

の日本人の起源、あるいは田
いなかだて

舎館や

立
りっしゃくじ

石寺における東北の意味付け、毛利コレクショ

ンなどの個人コレクションの行方など、いくつか

のテーマに整理できそうである。最後の切り抜き

が、「Early Christian Art of Japan Exhibited」とい

図34　通訳としての北村（1949.12.22）

OPENING OF JAPANESE FOOD 

SHOP, SENDAI

The Opening of the 

HIRATSUKA BUSSAN K.K.

うのも、終生英字新聞を離さなかったという北村

らしい。Verginiaに無事帰ったMacCordとの友情

も生涯変わらぬものであった。80歳を過ぎてから

も「宮城県考古資料展」や「仙台の考古展」に足を運

び、宮城県文化財友の会会員でもあった。1987（昭

和62）年１月30日、97歳でその波乱に満ちた生涯

を閉じた。

おわりに

　北村千代冶コレクションには、縄文時代の希少な

ツキノワグマ歯牙穿孔垂飾品や角偶、あるいは５世

紀代の須恵器が含まれており、その考古資料として

の学術的な価値は高い。また、松本彦七郎に始まる

「分層的発掘」を継承しつつ、東北帝國大学地質学

古生物学教室あるいは斎藤報恩会博物館の自然科学

系研究者とともに遺跡の調査を行った学史的な意味

もまた極めて大きい。

　北村のカリフォルニア移民や「満洲国」国立中央

博物館あるいは進駐軍との仕事は明治から昭和時代

を生き抜いた日本人のたどった足跡のひとつでもあ

り、近現代史の一断章という側面も有している。

　本稿を草するにあたり、ご寄贈者の北村　優氏は

じめご遺族の皆様からは種々の資料を提供してい

ただき、また、国立科学博物館・国立民族学博物

館・東北大学総合学術博物館・仙台市博物館・陸上

自衛隊霞目駐屯地をはじめ、志間泰治・後藤勝彦・

Keally, Charles T・藤沼邦彦・須藤　隆・斎藤敢爾・

富岡直人・石黒伸一朗・菅原弘樹・田村正樹・松崎

哲也の各氏からも資料の提供や種々の有益なご教授

を賜りましたことに感謝申し上げます。
0                                 5cm

1

2

図35　奈良七郎氏から（1949年9月10日）

図36　晩年のご夫妻（1979年ころ）
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１　北村の特許Butler's Glove

２　American Penman School 提出の作品帳

３　北村の著作（1917）

５　1913.6.3　 R.Endo から

６　1913.1.31 　T.Miura から

７　1915.1.23 　R.Endo から

４　1911.9.7　 M.Kimura から

9 　進駐軍に提出したPersonal History

８　北村母校にヤシの実を教材用に寄贈

図37　北村千代治資料（書簡ほか）（１）
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１　北村の名刺（1925）

2　顧客帳簿（1926.11.21） 3　自宅建設（仙台市北五番丁） 

４　仙台高等工業学校同窓会事務局時代の仕事 

５　東北帝國大学理学部地質学古生物学時代の仕事

６　北村京子へのはがき（1942.11.19） 

７　北村 禮へのはがき（1943.5.8）
８　元満洲国在職申告調書

（1956.3.31）
９　引揚者在外事実確認調書

（1956.6.19）

図38　北村千代治資料（書簡ほか）（２）
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図39　北村千代治資料（書簡ほか）（３）
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表１　北村千代治年譜（１）



東北歴史博物館研究紀要18（2017. ３）

－54－

表２　北村千代治年譜（２）
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表３　北村千代治の新聞切り抜き（スクラップ帳から）
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表４　北村千代治関係寄贈資料一覧
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